
平成29年12月19日

うめきた先行開発地区

平成25年度　～　平成29年度　（5年間）

大目標：エリアブランドの創出をめざし、公民連携による魅力ある公共空間の整備・管理・活用を図る
目標１：質の高い都市空間の創出
目標２：良好な都市景観の形成
目標３：華やかで賑わいのある歩行者空間の創出
目標４：歩行者・自動車交通の円滑化
目標５：安心・安全な都市環境の整備

・道路占用許可特例の対象となる歩道の歩行者交通量を、従前値（開業後のH25年度に実測）より10％増加させる。
・歩行者空間が魅力的であると感じる人の割合を、従前値（開業後のH25年度にアンケート実施）より10%増加させる。

（H25） - （H29）

① 歩行者交通量調査により、道路占用許可特例の対象となる歩道の歩行者交通量を算出

　　48,842人（H29）/42,768人（H25）=114%（+14%） 42,768人 -

② アンケート調査により、歩行者空間が魅力的であると感じる人の割合を算出
　　80%（H29）-63%（H25）=17% 63% -

事　後　評　価

平成２９年１２月

大阪市ホームページ

事業効果の発現状況、目標値の達成状況

・高質な歩道空間の管理や、放置自転車対策の実施、防犯カメラの設置等により、安心・安全な歩行者空間の確保に努めることで、道路占用許可特例の対象となる
Ⅰ定量的指標に関連する  歩道の歩行者交通量が増加した。
　　　事業の効果の発現状況 ・オープンカフェや広告板の設置等により、良好な都市景観を形成し、華やかで賑わいのある歩行者空間の創出に努めることで、歩行者空間が魅力的であると感じる人の

割合が増加した。

最終目標値 10%増
Ⅱ定量的指標の達成状況 目標値と実績値 ・頻繁な巡回を行う等、高質な歩道空間の管理を行うことにより、安全な歩行者空間の確保や

に差が出た要因 歩行者交通の円滑化が達成できたことが考えられる。
最終実績値 14%増

最終目標値 10%増
目標値と実績値 ・オープンカフェや広告板の設置等に加えて、清掃や違反広告物の撤去等を行うことにより、良好な
に差が出た要因 都市景観を形成し、華やかで賑わいのある歩行者空間が創出できたことが考えられる。

最終実績値 17%増

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況
（必要に応じて記述）

３．特記事項（今後の方針等）

・継続的に活動を行うため、都市再生整備計画の更新を行う。（H30～H34年度）

指標①（歩行者
交通量）

指標②（歩行者
空間を魅力的と
感じる人の割
合）

備考
当初現況値 中間目標値 最終目標値

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値

事後評価の実施体制

大阪市において評価を実施

48,842人

（+14%）

80%
（+17%）

　　計画の成果目標（定量的指標）

事後評価の実施時期

公表の方法

都市再生整備計画　事後評価書
計画の名称

計画の期間 交付対象
計画の目標



都市再生整備計画　事後評価書

計画の名称 うめきた先行開発地区

計画の期間 平成25年度　～　平成29年度　（5年間） 交付対象

うめきた先行開発地区（約6.8ha）

阪急梅田

JR大阪駅

凡例

都市再生整備計画の区域

道路占用許可の特例を活

用し、にぎわいのあるまち

づくりを行う予定の区域
国道

鉄道

歩行者交通量の調査場所


